
東
京
シ
テ
ィ
ア
イ
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
提
供

認
定
外
国
人
観
光
案
内
所
の
区
分

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ高

度
な
案
内
所
目
指
し
質
向
上
へ

重み増す外国人向け観光案内所の存在
おもてなしの最前線
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お
も
て
な
し
の
最
前
線
に
立
つ
藤
浪
さ
ん
（
右
）
と
本
間
さ
ん

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
数
千
種
類

「
目
当
て
の
場
所
に
行
く
に
は
」
「
こ
の
土
地
な

ら
で
は
の
グ
ル
メ
は
何
」
「
宿
泊
先
は
」
…
。
街
に

外
国
人
観
光
客
の
姿
が
戻
り
、
活
気
づ
い
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
求
め
て
訪
れ
る
の
が
外
国
人
向

け
の
観
光
案
内
所
だ
。
迷
っ
た
り
し
た
際
の
強
い
味

方
と
な
る
。
お
も
て
な
し
の
最
前
線
と
し
て
活
躍
す

る
案
内
所
は
い
ま
。

　　　　　　　　車いすの受け入れも万全

■
カ
テ
ゴ
リ
ー
３

フ
ル
タ
イ
ム
で
英
語
に
よ
る
観
光
案

内
が
可
能
な
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
そ

の
上
で
、
英
語
を
除
く
２
以
上
の
言
語

で
の
案
内
が
常
時
可
能
な
体
制
が
あ

る
。全
国
レ
ベ
ル
の
観
光
情
報
を
提
供
。

元
旦
な
ど
特
別
な
日
を
除
き
原
則
年
中

無
休
。
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
あ
り
。
交
通
結
節

点
や
外
国
人
来
訪
者
の
多
い
立
地
。

■
カ
テ
ゴ
リ
ー
２

フ
ル
タ
イ
ム
で
英
語
に
よ
る
観
光
案

内
が
可
能
な
ス
タ
ッ
フ
（
対
面
ま
た
は

ビ
デ
オ
通
話
）に
よ
る
案
内
が
可
能
で
、

周
辺
を
含
む
広
域
の
観
光
情
報
を
提

供
。■

カ
テ
ゴ
リ
ー
１

常
時
英
語
対
応
が
可
能
な
体
制
（
翻

訳
シ
ス
テ
ム
、
電
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
等

利
用
）
が
あ
り
、
立
地
地
域
の
観
光
情

報
を
提
供
。

■
パ
ー
ト
ナ
ー
施
設

観
光
案
内
を
専
業
と
し
な
い
施
設
で

あ
っ
て
も
、
外
国
人
旅
行
者
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
る
意
欲
が
あ
り
、
公
平
・

中
立
な
立
場
で
地
域
の
案
内
を
提
供
。

日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
に

よ
る
と
、
２
０
２
３
年
度
（

月
末
現

在
）
の
認
定
外
国
人
観
光
案
内
所
は
全

国
に
１
５
１
８
カ
所
あ
り
、
前
年
度

（
３
月
末
現
在
）
比
４
件
増
と
な
っ
て

い
る
。
う
ち
、
最
上
位
の
「
カ
テ
ゴ
リ

ー
３
」
は

カ
所
で
前
年
度
と
変
わ
ら

な
い
。

今
年

月

日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅

の
「
仙
台
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
」

（
設
置
主
体
は
仙
台
市
、
運
営
は
仙
台

観
光
国
際
協
会
）
が
東
北
で
は
初
め
て

カ
テ
ゴ
リ
ー
３
に
認
定
さ
れ
、

月


日
か
ら
運
用
を
始
め
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
外
国
人
旅
行
者
が

激
減
し
、
案
内
所
の
数
も
東
京
都
や
京

都
府
、
大
阪
府
な
ど
は
数
件
単
位
で
減

っ
た
が
、
北
海
道
の
よ
う
に

カ
所
ほ

ど
増
え
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
全
体
的
に

大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な
い
。
案
内
所

数
と
訪
日
客
数
は
連
動
し
な
い
よ
う

だ
。最

近
で
は
、
国
が
道
の
駅
を
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ
先
に
し
よ
う
と
の

方
針
も
あ
り
、
道
の
駅
に
案
内
所
を
併

設
す
る
動
き
も
出
て
い
る
。

Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
は
、
案
内
所
を
地
域
と
外

国
人
旅
行
者
と
の
懸
け
橋
に
な
る
フ
ロ

ン
ト
ラ
イ
ン
（
前
線
）
、
地
域
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
位
置
づ
け
て
お
り
、
認

定
制
度
は
事
業
の
中
で
も
大
き
な
比
重

を
占
め
て
い
る
。
地
域
連
携
部
受
入
対

策
グ
ル
ー
プ
の
天
野
泉
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
、
「
国
の
目
標
１
５
０
０
カ
所
は
ク

リ
ア
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
は
質
の
向
上
と

い
う
か
、
よ
り
高
度
な
案
内
が
で
き
る

よ
う
、
認
定
案
内
所
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
努
め
る
」
と
話
す
。

具
体
的
に
は
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
研
修

や
横
連
携
の
強
化
、
情
報
共
有
の
た
め

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
構

築
、
案
内
所
表
彰
制
度
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

昨
年
度
開
始
し
た
表
彰
制
度
に
つ
い

て
は
、
①
多
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
提
案
力
の
磨

き
上
げ
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
表
彰
）
②
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
対
応
③
連
携
強
化
―
の
テ

ー
マ
を
設
け
、
応
募
の
中
か
ら
５
カ
所

の
案
内
所
を
表
彰
し
た
。
天
野
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
、
「
こ
の
試
み
が
励
み
と
な

っ
て
、
案
内
所
の
皆
さ
ん
の
背
中
を
押

す
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」と
期
待
す
る
。

ま
た
、
案
内
所
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
も
実
施
し
て
お
り
、
寄
せ
ら
れ
た
回

答
を
業
務
に
生
か
し
て
い
る
。
昨
年


～

月
に
実

施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
（
回

答
数
１
６
４

３
件
）
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
対
応
を

「
と
て
も
良
か
っ
た
」
と
す
る
回
答
は

９
割
に
達
し
、
「
日
本
旅
行
の
際
、
ま

た
案
内
所
を
利
用
す
る
か
」
で
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
が「
利
用
す
る
」と
答
え
た
。

日
本
人
の
お
も
て
な
し
の
心
は
外
国
人

に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

Ｊ
Ｒ
東
京
駅
そ
ば
、
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
Ｋ

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
の
地
下
１
階
に
あ
る
、
カ
テ

ゴ
リ
ー
３
の
「
東
京
シ
テ
ィ
ア
イ
観
光

情
報
セ
ン
タ
ー
」（
田
中
慶
一
所
長
）。

２
０
１
３
年
３
月
の
開
設
で
、
今
年
で


周
年
の
節
目
を
迎
え
た
。

現
在
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
業
務
に
関

わ
る

人
の
ス
タ
ッ
フ
が
国
内
外
の
旅

行
者
へ
の
観
光
案
内
・
相
談
か
ら
、
宿

泊
予
約
や
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
各
種
手
配

ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
観
光
情
報
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
し
て
い
る
。

シ
テ
ィ
ア
イ
は
観
光
案
内
ス
ペ
ー
ス

と
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
そ
し
て
カ
フ

ェ
の
三
つ
の
エ
リ
ア
で
構
成
さ
れ
て
い

る
が
、
メ
イ
ン
業
務
は
観
光
案
内
だ
。

１
月
１
日
と
法
定
点
検
日
以
外
は
営
業

し
て
お
り
、
交
通
の
結
節
点
と
も
い
え

る
立
地
条
件
か
ら
か
、
時
間
も
午
前
８

時
か
ら
と
早
い
。
ク
ロ
ー
ズ
は
午
後
８

時
。コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
も
あ
る
サ
ー
ビ

ス
課
課
長
の
藤
浪
香
欧
里
さ
ん
に
よ
る

と
、
シ
テ
ィ
ア
イ
は
英
語
、
中
国
語
、

韓
国
語
な
ど
４
カ
国
語
に
対
応
す
る

が
、
何
よ
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
多
さ
に

来
場
者
は
驚
く
と
い
う
。

都
道
府
県

の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
、

多
言
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
置
い
て
お

り
、
そ
の
数
約
千
種
類
に
上
る
。

ま
た
、
宿
泊
や
各
種
ツ
ア
ー
、
交
通

・
エ
ン
タ
メ
チ
ケ
ッ
ト
の
手
配
・
販
売

も
行
う
。
「
セ
ン
タ
ー
に
来
れ
ば
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
る
の
が
大
き
な
特
徴
で

す
」
と
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
リ
ー
ダ

ー
の
本
間
悠
起
子
さ
ん
は
話
す
。

シ
テ
ィ
ア
イ
は
先
ご
ろ
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

が
認
定
す
る
観
光
案
内
所
の
「
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
対
応
」
部
門
で
初
受
賞
し
た
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
掲
出
、
ス

タ
ッ
フ
の
手
話
講
習
、
障
害
者
の
案
内

所
視
察
と
ア
ド
バ
イ
ス
、
観
光
庁
の

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
認
定
」
取
得
な

ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

車
い
す
の
受
け
入
れ
で
は
通
行
し
や

す
い
よ
う
動
線
を
確
保
し
た
り
、
カ
ウ

ン
タ
ー
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
し

た
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
相
談
に
訪
れ
る
外

国
人
は
大
き
く
減
っ
た
が
、
水
際
対
策

の
撤
廃
な
ど
も
あ
り
、
現
在
で
は
元
に

戻
り
つ
つ
あ
る
。
最
近
で
は
相
談
件
数

が
１
日
当
た
り
１
０
０
件
を
超
え
る
こ

と
も
珍
し
く
な
く
な
っ
て
き
た
。

外
国
人
旅
行
者
の
復
活
に
伴
い
、
観

光
案
内
所
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に

な
る
。

藤
浪
さ
ん
は
「
案
内
所
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
は
、
外
国
人
の
日
本
に
対
す
る

印
象
を
左
右
す
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

誇
り
を
持
っ
て
接
し
、
日
本
の
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
た
い

で
す
」
、
本
間
さ
ん
も
「
外
国
に
旅
行

し
た
際
、
現
地
の
人
に
や
さ
し
く
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
恩
返
し
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
度
は
私
が
そ
う
し
て
あ
げ

た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。




